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Bq!l) ，広島県内最大の地下水・湧水濃度は 2x1Q3 Bq!l 
にも及ぶことが明らかにされた。





















































































を推定した。高橋(地質調査所，発表 10)は， 自噴水と 結果を用いる試みが実施され，硝酸性窒素など他の水質
遊荷量ガス中のラドン濃度をラドン以外のガス (He，Ne， 指標と類似した浸透 ・流入の状況がラドンの収支からも








































で測定し，それぞれ最高濃度として1.7 X 103 Bq/I， 4 x 
1Q2 Bq/I， 1.8X101 Bq/lであることを報告している。
福井(京大，発表21)はラドンによるリスクが不確定
である現状の要因を分析すると共に，世界各国の地下水，
飲料水中の濃度レベルを概観し，わが国におけるこれら
のデータ整備の必要性を論じた。
今回の研究会では地質，化学，地震，環境，保健物理
など種々の分野で環境水中ラドンを研究されている専門
家が一堂に会し，濃度レベル，測定法，濃度の代表性な
ど分散している情報が交換された。保健物理分野にフィ
ードパックされ得るこれらの情報は，この記事が読者の
自に触れる頃には印刷物 (KURRI.KR.6)として出版さ
れているので，希望される方は当方まで連絡いただけれ
ば送付します。保健物理研究は物理，化学，生物，工学，
農学，医学，環境など非常に広範な学問分野に渡ってお
り，ともすれば研究目的が発散する傾向にある。学会と
しても今後，保健物理に重要なキーワードを中心にして
縦割り行政にとらわれずに，研究目的を分類する企画を
さらに推進・指向すべきであろう。
(1996年 12月24日受付)
